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頻度は 10%前後である。食道良性腫蕩中平滑筋腫の頻
度は本邦では， 約半数， 欧米では約 んを占める。以下2
食道平滑筋腫の発生頻度，年令性別構成，症状，腫療の 
大きさおよび部位と術式の関係を若干の文献的考察を加
えてここに報告した。
5. S状結腸平滑筋腫の一治験例
武藤護彦(千大)
患者は 46才，♀，昭和 46年 9月より 2 3日続く下"， 
腹部痛を繰返し，某医にて虫垂炎の診断のもとに虫垂炎
の診断のもとに虫垂切除術を受けるも症状軽快せず，当
科に来院す。入院時検査では糞便に潜血反応があり， X
線検査で S状結腸に腫癌陰影， 内視鏡でも虹門輪より 
43cmに半球状の腫蕩を認め， S状結腸粘腸下腫療の診
断のもとに昭和 47年 9月 13日に S状結腸切除術を行
い，第 19病日， 全治退院した。組織診断は平滑筋腫で
あった。
大腸平滑筋腫の発生頻度は Smithによれば， 0.09%， 
Morton によれば 0.02%で， 消化管平滑筋腫の部位別
発生頻度は調べ得た範囲では本邦切除例集計 458例中，
胃57.2%，小腸 20.6%，食道 12.4%，大腸は 9.8%と最も
少なく， Go1don，Oberhelman もほぼ同様の値を出し
ている。 S状結腸平滑筋簡切除例は本邦文献上， 自験例
を含めてわずかに 4例であり，きわめて稀れであるので
ここに報告した。 
6. 膳仮性嚢腫の 1例
村上光右(千大)
醇嚢腫は従来拝疾患の中でも比較的稀な疾患と考えら
れている。最近当教室において本症の一例を経験したの
で報告する。
症例:42才♀， 主訴;上腹部痛， S 46年 8月下旬食
後底痛発作，某医にて胃の変型と胆石を指摘さる。 S47 
年 l月当科入院時所見，腹部腫癌触れず，圧痛なし， X
線検査にて胆石，十二指腸潰蕩および胃角部後面の石灰
化像を認めた。血管造影では胃十二指腸動脈およびその
分校に圧排像あるも悪性変化は認められない。十二指腸
潰湯，胆石症，拝頭部嚢腫の診断の下に開腹，醇頭部の
試験切片にて悪性所見あるも手術侵襲を考えて，胆摘，
迷切，幽円形成を施行。 12日後，醇頭部切除術施行。摘
出標本にて腫癌は拝頭部にあり 5X4.5x2.8cmで球状，
嚢胞壁は全体に線維性に肥厚，一部に石灰沈着を認め，
壁に接する拝の腺房組織は萎縮性で慢性炎症状が強く全
体として仮性嚢腫の像を呈した。試験切片にみられた乳
頭状に増殖した上皮性の組織は他部を検索するも認めえ
なかった。術後良好にて 42日で退院。
7. 上中部食道癌ロ側浸潤に関する内視鏡学的検討
神津照雄(千大)
食道癌口側の微細病変をより正確に観察し，診断する 
ことにより治療適応決定の一助とする目的で食道癌の内
視鏡学的検討を試みた。検索対象は 1965.1より 1972.11
まで、に当科にて切除された類表皮癌 154例である。この
内，内視鏡的に口側浸潤ありと診断した症例は 73.2%，
なしと診断した症例は 26.8%であり，その根拠となった
口側粘膜所見は壁硬化，粘膜組槌，白斑，太い Fa1te，
びらん，発赤，白色小隆起等であった。つぎに retro-
spective に食道癌発育様式と内視鏡所見， 上皮内癌と
内視鏡所見，壁内転移と内視鏡所見との関連，および生
検結果について検討した。病理学的に口側浸潤陽性症例
の口側内視鏡所見は前述の内視鏡所見にほぼ一致してお
り，生検および点墨法が口側浸潤の判定に有用であっ
た。今後より微細な観察を必要とし，点、墨使用による病
変の確認，生検採取の確実性の向上をはかり，食道癌口
側浸潤病変の内視鏡学的検討を行なう。 
8. 胃癌の大網膜リンパ節転移
-胃幽門側切除例について一
石川達雄(千大)
教室における， 1965年より 1970年までの腹腔内胃癌
切除例数は， 401例であり，その中，幽門側切除例は 219
例である。今回は， この 219例の中，検索可能症例 104
例について，大網リンパ節転移を検索した。検索上，大
網リンパ節としたものは，大網中，ホノレマリン固定標本
にて， 胃大網動脈より， 1cm以上離れた部位にあるも
のとし， No. 4，No. 6のリンパ節と分けた。その検索
結果では ①大網リンパ節の転移率は， 12.5%であり，
②大網リンパ節の転移は，他のリンパ節転移の程度が進
むにつれて増加している。③大網リンパ節転移の部位
は，ほとんどが， 胃大網動脈より 3cm以内であった。
さらに， リン節を除いた大網内転移巣の有無を組織学的
に検索するため，大網を最低 4カ所切り出し検索した
が，転移巣を認めたものは， 2例のみで，その部位は.
胃大網動脈より 2cm以内であった。 
9. 消化管におけるアセチルコリンエステラーゼ
活性の組織化学的研究
堀江弘(千大)・春日 孟(放医研)
消化管の機能的疾患において，その形態学的所見のみ
ならず，機能的な面について検索を進めるためにアセチ
